
 

 

 

 

 

「選挙について思うこと」 

 10月 27日に衆院選がありました。最近（令和４年）の

投票率は 52％で、年代別では 50代以上が高い反面、30代

以下の若者は 40％前後と低かったようです。若者が選挙に

行かない理由としては、「投票したい政党や候補者がいな

い」「よくわからないから」や「自分の 1票で政治や社会

が変わらないから」という理由でした。 

 総務省のデーターでは、「子どもの頃に親が行く投票について行ったこと

のある人」と「行ったことがない人」では、親について行った人の方が将

来、投票をする割合が 20ポイント以上も高くなったようです。 

 選挙には公約（マニュフェスト）があって、「自分が当選したら社会をこ

う変えます」みたいな宣言です。今回の選挙公約もさまざまで、「消費税の

廃止」や「大学院まで教育費は無償」、「全国学力調査を廃止」、「75歳以上

の医療費負担の軽減」など耳あたりの良い言葉がいっぱいです。 

 もしも、若者が選挙にまったく行かなかったら、この選挙公約はどうな

るでしょうか。ひょっとしたら、選挙に行く年配の人たちだけが喜ぶ公約

だらけになるかも知れません・・・。平成 28年より 18歳から選挙に参加

できることになりました。若者の１票で社会は変わらないかもしれません

が、たくさんの若者が投票に参加することで公約は変わるかもしれませ

ん。あと数年で選挙に参加できるみなさんが少しでも政治に興味をもって

もらえることを願います。国の未来を担う若者が中心となって、この社会

を創造して行くことが最善のシステムではないでしょうか。 

 「文化発表会」 

10月 18日(金)文化発表会が開催されました。舞台発表は鑑賞者も主役で

す。英語スピーチや人権作文の朗読などは静かに聞き、劇やダンスなどで

はとても盛り上がりました。学年合唱コンクールは、どのクラスも一生懸

命に取り組み、当日はクラスでの最高の合唱を目指しました。その真直ぐ

な姿勢にとても感動しました。 

文化発表会の開催にあたり、計画

から準備、当日まで関わっていただ

いた方々に心から感謝します。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

「尼崎市立総合体育大会」 

 10月 19日(土)ベイコム総合運動競技場で市総体がありました。メンバー

は文化発表会の準備や練習と並行して陸上の練習を掛け持ちで大変だった

と思います。当日は、最後に雨が降るなかでもよく頑張りました！ 

  

 

 

尼崎市立大庄北中学校       令和６年１０月号 

学校だより 

校訓『自律、協調、自愛」      校長 西村 純一 

尼崎市立大庄北中学校ＨＰ 

学校からのお知らせ 

月間行事予定表 

学校だより＆保健だより 

合唱コンクール結果 

1年 3組（最優秀賞）  1年 1組（優秀賞） 

2年 1組（最優秀賞） 

3年 1組（最優秀賞）  3年 2組（優秀賞） 

※3-1は 10月 29日の中高合同音楽会へ出場（アルカイックホール） 


